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〈本号の表紙絵＞
つぱ

江戸時代の針治療器具と経穴

図はケンペル(1651-1716)の『日本誌｣(付録部分）に載せられ

た針治療の器具と、経穴を示した人体像である。ドイツの旅行

家で医者であったケンペルはオランダ東インド会社の医官とな

り、1690(元禄3)年長崎に到着。翌年と翌々年の2度にわた

り、商館長とともに参府旅行に随行し、日本に関する諸分野の

研究を行った。本図は油気治療に対する針治療の記録部分に挿

入されたもので、医師であるだけに詳細な観察がなされている。

Fig.1は銀製の針で、布張りした漆塗りの木箱に数本を収納し

ている。Fig.3はその蓋。Fig.2は針管で、針を指で弾入する

のに用いる。Fig.5は金もしくは銀製で、柄は回転に便利なよ

うに螺線状に作ってある。Fig.4はそれを打ち込み、また収納

するための小槌。これは水牛の角製で、槌頭には打針の際の反

動を緩和するため、柔軟な革が貼ってあるという、Fig.6は油

気治療に用いる腹部経穴9点を図示した日本女性像。髪型・衣

装は日本風を模しているが、顔貌・体格がいかにも西洋風であ

るのがかえって印象的である。（小曽戸洋）
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